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序　　文

　熊本県教育委員会では、本年度に陸上自衛隊北熊本駐屯地警

衛所建設工事に伴い、熊本市八景水谷に所在する岩倉山中腹遺

跡の発掘調査を実施しました。

　僅かな調査面積ではありましたが、住居跡をはじめとして、

縄文時代や弥生時代の土器・石器など、当時の人々の生活を窺

うことのできる遺物が多数出土し、この遺跡の重要性を確認で

きました。

　これらの調査結果が学術的資料としてはもとより、広く皆様

方に活用されるとともに、埋蔵文化財保護への理解を深めてい

ただくための資料となれば幸いです。

　最後になりますが、発掘調査にご協力いただいた陸上自衛隊

北熊本駐屯地業務隊、熊本防衛施設支局、並びに関係機関、地

元の方々に厚くお礼申しあげます。

　　平成１５年３月３１日

 熊本県教育長　　田　中　力　男　



１　本書は熊本県教育委員会が平成１４年度に発掘調査を行った岩倉山中腹遺跡の報告書である。

２　熊本防衛施設支局の依頼により、熊本県教育委員会が実施した。

３　遺構の実測は米村　大、坂田和弘、上高原聡が、遺物のうち土器の実測は井島秀子、宮崎典子、井上裕

美、坂本貴美子、山田友子、渡辺いわ子、府内博子、西　慶喜が行った。石器の実測は㈱九州文化財研

究所に委託した。

４　浄書は遺構を西村和美、戸田紀美子が、遺物のうち土器を清水千郷、浜崎清子、石器を平川恵理子、坂

田が行った。

５　掲載写真は遺構を米村が、遺物を村田百合子、米村が撮影した。

６　本書に使用した地形図は国土交通省国土地理院発行の２５，０００分の１地形図『熊本』である。

７　本書の執筆はⅠ・Ⅲ章を坂田が、Ⅱ章、Ⅳ章、Ⅴ章を米村が執筆した。

８　本書で使用した図面・写真・遺物は熊本県教育庁文化課文化財資料室で保管する。

９　本書の編集は坂田の指導のもと、米村が行った。

１　岩倉山遺跡の調査区は、警衛所及び付帯施設と配管部分の試掘坑からなる。

２　試掘坑は、東から順に№ １ ～３と設定し、「№ １トレンチ」のように表記した。

３　遺構番号は、遺構の種別ごとに付け、住居跡は「SI」、不明遺構は「SX」と表記した。

４　標高は既設座標の標高を基準とし、その派生杭に置いた値を基にしている。

５　基本層序はローマ数字（Ⅰ～Ⅵ）で、遺構覆土はアラビア数字（１，２，‥）で表記した。

６　遺構・遺物図の縮尺は、遺構は１／２０または１／４０、遺物は１／２ とし、図版ごとに縮尺を示した。

７　遺構図のスクリーントーンの指示は以下の通りである。

　　　　　　　　　　　� ：炭化物 
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第１節　調査にいたる経緯

　熊本県教育庁文化課は、平成１３年１１月３０日付け教

文第１７９９号で陸上自衛隊西部方面総監部へ平成１４年

度以降の事業照会をおこなった。それに対し、平成

１４年１月１８日付け西方施第１６号で回答があり、健軍

駐屯地、高遊原航空隊、北熊本駐屯の各所あわせて

５箇所が予定地としてあげられていた。なかでも北

熊本駐屯地では三ヶ所と多かった。それらの工事予

定個所について逐次遺跡地図との照合をし、現地踏

査を行った結果、確認調査が必要の旨を平成１４年３

月２６日付け教文第２６９１号で通知した。

　それを受け、平成１４年４月８日付け北熊本駐業第

４９３号で自衛隊北熊本駐屯地から試掘確認調査の依

頼があった。平成１４年５月７日、現地で確認調査を

行った。その結果、三ヶ所の工事予定個所のうち警

衛所建設予定地から弥生時代中期、縄文時代晩期の

良好な包含層及び遺構を確認した。その調査結果を

まとめ、平成１４年５月２１日付け教文第４５７号により

遺跡の存在を確認したことと、そのため工事に先立

ち埋蔵文化財の発掘調査が必要な旨通知した。

　その後、陸上自衛隊西部方面総監部から発掘調査

については熊本県教育委員会文化課に委託したいと

の申し出があったので協議をもった。当初県文化課

は平成１５年度事業として、本調査を行う予定で協議

していたが、自衛隊側と予算執行上の違い等により

次年度調査にはいるための条件が整わなかった。最

終的には熊本県教育委員会文化課が平成１４年度内で

発掘調査に対応することとし、自衛隊側では予算を

獲得に動くといくことで協議が整った。ただ、自衛

隊側の予算が、事業を推進する部署につくのか、北

熊本熊駐屯地に付くのか補正予算の計上時期には明

確でなかったために、本調査が確実に行えるのかど

うか不明確であった。最終的には自衛隊側での予算

獲得ができ、熊本防衛施設支局が対応することが

はっきりしたため、１２月補正予算案の中に北熊本駐

屯地警衛所建設工事に伴う発掘調査の名目で受託経

費として計上した。

　その後、平成１４年１１月２８日付け施熊第１４６４号で熊

本防衛施設支局から文化財保護法第５７条の３に基づ

く発掘の通知がなされ、熊本県教育長からの発掘調

査の指示の後、平成１５年１月６日付け施熊第１号で

契約協議を行い、同日付け教文第２３４８-１号で「平成

１４年度北熊本（１４）警衛所建設工事に伴う埋蔵文化

財発掘調査」として、熊本防衛施設支局と受託契約

を締結した。事前準備を行い、平成１５年１月１０日付

け教文第２４３４号で発掘調査の通知を行い、平成１５年

１月１４日に本調査にはいった。

　

第２節　調査体制

発掘調査及び整理報告書作成（平成１４年度）

　調査主体　　熊本県教育委員会

　調査責任者　成瀬烈大（文化課長）

　　　　　　　島津義昭（教育審議員課長補佐）

　調査事務局　小田信也（教育審議員課長補佐）

　　　　　　　中村幸宏（主幹・総務係長）

　　　　　　　天野寿久（主任主事）

　　　　　　　杉村輝彦（主事）

　調査総括　　高木正文（主幹・文化財調査第１係長）

　調査担当　　米村　大（調査員現場調査・報告書作成）

　　　　　　　坂田和弘（調査員現場調査）

　調査協力　　陸上自衛隊西部方面総監府、

　　　　　　　北熊本駐屯地施設部管理班、

　　　　　　　熊本防衛施設支局
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第１節　地理的環境

　熊本市清水町兎谷八景水谷にある立田山山系、岩

倉山（標高１１５．７m）の北～西斜面に広がる遺跡で

ある。本調査区は弾薬庫地区内にあり、周辺は宅地

化される。陸上自衛隊北熊本駐屯地のある北西側の

丘陵は井芹・坪井・白川などにより火砕流台地（阿

蘇－４）の侵食によって形成される河岸段丘へと続

く。また、熊本市北部の清水町楡木付近～御坊山付

近までの約１５kmの間に立田断層が走る。周辺は北

西方向に合志台地、南側に同じ立田山系の天拝山の

間の谷を埋め立てて造成されている熊本北高校があ

り、この谷より兎谷川が西方向に流れている。約

１．５km後方に白川、西側２ kmに坪井川が存在する。

坪井川に注ぐ瀬田上井手（堀川）は近世に白川から

取水する灌漑用水路として開削される。

　一帯の地質は阿蘇溶結凝灰岩（阿蘇４火砕流）を

基底とし、上層に阿蘇４風化層、洪積世堆積層、沖

積世堆積層をのせている。

第２節　歴史的環境

　岩倉山中腹遺跡の範囲は岩倉山北～西斜面そして

陸上自衛隊北熊本駐屯地の一部までを含む（第１図

－ NO．１）北バイパスの建設に伴いの北側斜面地に

おいて甕棺墓が出土している。岩倉山に位置する遺

跡は本遺跡以外に岩倉山山頂遺跡・岩倉山遺跡が存

在する。周辺では楡木遺跡、堂ノ前遺跡、庵ノ前遺

跡、古閑山遺跡、天拝山遺跡、迫ノ上遺跡、緑ヶ丘

遺跡などがあり本遺跡と同様に縄文時代の遺跡が多

く見受けられる。ここでは、第１図　周辺遺跡分布

図及び第１表　周辺遺跡地名表において、本遺跡と

共通する縄文・弥生時代を中心とし、周辺の主な遺

跡について述べたい。

（１）旧石器時代

　白川流域の河岸段丘上には石の本遺跡、葉山遺跡、

健軍神社周辺遺跡群、龍田陣内遺跡、新南部遺跡、

迫ノ上遺跡、谷口遺跡がある。立田山麓一帯では天

拝山 A遺跡に尖頭器、楡木遺跡から細石刃核、ま

た龍田陣内遺跡・谷口遺跡では三稜尖頭器が出土し

ている。平成５年、北バイパス建設に伴う調査でも

三稜尖頭器が確認されている。

（２）縄文時代

　岩倉山周辺には北バイパス建設に伴い、平成３年

度～７年度に調査された庵ノ前、迫ノ上、古閑山遺

跡がある。庵ノ前遺跡では以前の調査で縄文時代早

期の竪穴住居跡４軒が県下で初めて確認される。近

年の調査では早期～晩期までの土器・石器が出土し

ている。迫ノ上遺跡では早期の集石遺構、晩期の住

居跡、埋甕がみられる。

　立田山一帯では楡木遺跡を始め、押型文土器が出

土する地点が多数認められる。

　熊本市内において遺跡の分布から、旧北部町内の

台地上に散在する一群 ､白川の河岸段丘から背後の

台地上に立地する一群 ､託麻原台地南端の湧水に面

した一群の３群に分かれる。この中で岩倉山中腹遺

跡は白川の河岸段丘から背後の台地の一群に類する。

　白川北岸では縄文早期から晩期までの遺物が出土

するカブト山遺跡や縄文前期の曽畑式土器が多く出

土した龍田陣内遺跡がある。また竹ノ後遺跡では縄

文後期の御領式土器が出土し、石囲みの遺構、土偶

がみられる。

　白川南岸を眺めれば、河岸段丘の後背地は平坦で

あり北岸に比べ大規模な遺跡が広がる。縄文早～晩

期までの土器が多量に採取された新南部遺跡群は広

範囲に及び、対岸にカブト山、龍田陣内遺跡がある。

多量の土偶が出土した上南部遺跡は竹ノ後遺跡の対

岸に位置する。後期を中心とする遺跡であり、竪穴

住居跡や配石遺構が検出される。後期の鐘崎式土器

が出土した渡鹿貝塚、後期中葉の標式遺跡となった

北久根山遺跡などがみられる。

（３）弥生時代

　岩倉山では住宅団地造成の際、甕棺が多数出土し
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ており、庵ノ前遺跡では弥生時代中期の竪穴住居跡

２軒、甕棺墓１２基・土壙墓９基が確認されている。

迫ノ上遺跡では昭和３５年に人骨を伴う須玖式の合口

甕棺が発見され、古閑山遺跡・楡の木遺跡でも中期

の甕棺が出土している。この他、立田山周辺には中

期の標式遺跡である黒髪町遺跡をはじめ、竹ノ後遺

跡、中牧鶴遺跡など多数の遺跡が存在する。坪井川

を挟む谷の周囲に広がる清水遺跡群には八景水谷遺

跡・楢山遺跡が含まれる。八景水谷遺跡では昭和

３０・４３年に甕棺が発見され、平成４年に熊本市教育

委員会により竪穴住居跡が調査される。楢山 A遺

跡は昭和３３年、尚絅高校考古学クラブにより調査が

なされ、１００基以上の甕棺が存在していた可能性が

考えられている。

（４）古墳時代

　岩倉山周辺にはこれまで庵ノ前遺跡、古閑山遺跡、

迫ノ上遺跡において住居址、墓地が確認されている。

　古墳は立田山南麓の黒髪地区に集中し、横穴墓は

さらに広い地域に点在する。黒髪地区には小型の円

墳である長薫寺古墳、立田山南麓古墳、宇留毛神社

境内古墳がみられる。横穴墓は弓削小坂遺横穴墓群、

女瀬平横穴墓群、長薫寺横穴墓群、浦山横穴墓群、

つつじヶ丘横穴墓群、小碩橋際横穴墓群などがある。

　特につつじヶ丘横穴墓群は未開口のものが多く、

墓前祭祀の様子がわかる好資料として注目され、県

指定文化財になっている。　

（５）歴史時代

　古代律令制度のもと肥後国の行政区分は白川を境

にして熊本市北部を飽田郡、南部を託麻郡に分けら

れる。飽田郡家は京町付近、託麻郡家は渡鹿付近や

神水付近に想定されている。立田山西麓を官道（西

海道）が通り、現在の子飼に蚕養駅が設置されたと

推定されている。最近、熊本大学構内の発掘調査に

て「国」銘のある土製印や「馬」の字が書かれた多

量のヘラ書や墨書土器、円面硯が出土している。遺

構では、規格性をもつ掘立柱建物、規模の大きい建

物が推定される柱穴などから蚕養駅家との関連が考

えられている。

　立田山東部では須恵器の生産跡である長連寺窯跡

や堂の前屋敷窯跡がある。

　中世、立田山南麓に立田山城跡、平成１３年に北バ

イパスに伴い調査が行われた須屋城跡がみられるが

集落は白川、坪井川の沿岸部にあり台地上は未開発

であった。

　近世になると、肥後藩によって、台地上の開拓が

行われ現在の清水町、立田町一帯は五町手長に属し、

細川忠利は麻生田、楡木、兎谷などに地筒をおいて、

開拓と防御の任にあたらせている。

　現在の遺跡周辺は、熊本市域の拡大に伴う農地の

宅地化が進み、また、造成によって旧地形が削られ

るなど、急速に昔の面影を失いつつある。

（参考文献）
「熊本市北部地区文化財調査報告書」熊本市教育委員会　１９６９

「熊本市東部地区文化財調査報告書」熊本市教育委員会　１９７１

富田紘一「鳥井原遺跡発掘調査報告書」熊本市教育委員会　１９７７

富田紘一「上南部遺跡発掘調査報告書」熊本市教育委員会　１９８１

平岡勝昭「新南部・潤野遺跡」熊本県教育委員会　１９８６

「日本地名大辞典４３熊本県」角川書店　１９８７

平井浩一他「龍田陣内遺跡」熊本県教育委員会　１９８８

大田幸博他「庵ノ前遺跡Ⅰ ･Ⅱ」熊本県教育委員会　１９９１

「新熊本市史史料編第１巻考古史料」新熊本市史編纂委員会　１９９６

浜田彰久「庵ノ前遺跡Ⅲ」熊本県教育委員会　１９９７

「新熊本市史史料編第１巻通史編」新熊本市史編纂委員会　１９９８

浜田彰久「迫ノ上遺跡」熊本県教育委員会　１９９９

浜田彰久「古閑山遺跡」熊本県教育委員会　１９９９

美濃口雅郎「つつじヶ丘横穴墓群」熊本市教育委員会　２００２
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第１図　周辺遺跡地図（１／５０，０００）
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備　　　　　　　　　　考所　　　　　在　　　　　地遺　跡　名番号
縄文・弥生熊本市清水町兎谷岩倉山中腹１
弥生菊池郡合志町槍原飯高飯高山２

菊池郡西合志町野々島野田原野田原３
菊池郡西合志町野々島丸の内丸の内４

縄文後期、磨製石斧、土師器熊本市改寄町立石遺跡群５
鹿本郡植木町広住向原植木草葉６
熊本市改寄町室出原７
熊本市小糸山居屋敷小糸山遺跡群８

土師器熊本市大鳥居町小堂ノ本大鳥居遺跡群９
縄文土器・石鏃菊池郡西合志町野々島木原野木原野Ａ・Ｂ１０

熊本市梶尾町古閑原梶尾古閑原・古屋敷１１
熊本市梶尾町立野梶尾立野１２

鶴ノ原遺跡・垣ノ外遺跡も含む熊本市鶴羽田町鶴羽田１３
熊本市鶴羽田町山際畑山際畑１４

弥生後期熊本市梶尾町中尾原梶尾遺跡群１５
縄文；土偶熊本市四方寄町御馬下四方寄御馬下１６
縄文後・晩期の集落熊本市四方寄町四方寄１７

熊本市硯川・下硯川町硯川遺跡群１８
縄文晩期熊本市飛田町塔ノ木飛田遺跡群１９
甕棺墓群、縄文土器、土師器熊本市清水町山室清水町遺跡群２０
甕棺・土師器・須恵器熊本市下硯川町由留木田・楢山坂下遺跡群２１
甕棺熊本市貢町白土白土２２
溝、道路、土師器、須恵器熊本市徳王町徳王２３
縄文～古墳；甕棺、住居跡熊本市西合志町須屋宿の山宿の山２４
縄文～古墳；甕棺、土師器熊本市西合志町須屋梨の木梨の木２５
黒髪式甕棺熊本市西合志町須屋向島向島２６
蔵骨器熊本市麻生田・楠５丁目麻生田２７
縄文晩期熊本市楠３丁目楠２８
縄文、甕棺墓群熊本市楡の木楡木２９

熊本市清水町兎谷岩倉山３０
熊本市清水町兎谷岩倉山山頂３１

旧石器、縄文、弥生、古墳熊本市清水町兎谷庵ノ前３２
縄文・弥生・古代；甕棺、窯跡熊本市楡の木・龍田町堂の前遺跡群３３
土師器熊本市清水町楡の木一町鶴壱町鶴３４
縄文、弥生；甕棺墓群熊本市龍田町陣内迫ノ上３５

熊本市龍田町上立田吉ノ平３６
竹の後；縄文・弥生；土偶、甕棺熊本市龍田町上立田・弓削竹の後・芭蕉遺跡群３７
弥生熊本市龍田町弓削平の下弓削平の下・Ａ３８
横穴式石室熊本市龍田町弓削平の下弓削平の下・Ｂ３９
縄文後・晩期、弥生後期、土師器、須恵器熊本市吉原町殿田吉原４０
縄文後・晩期土器、土師器熊本市龍田町弓削片彦瀬片彦瀬４１
縄文晩期熊本市石原町瀬々井石原瀬々井４２
縄文・古代；縄文土器、布目瓦熊本市石原町平北上遺跡群４３
縄文；土偶、後晩期集落熊本市上南部町村下上南部４４
箱式石棺熊本市龍田町上立田堂前畠４５
縄文晩期熊本市龍田町上立田三の宮（牧鶴宮脇）４６
縄文・弥生；縄文土器、甕棺熊本市龍田町上立田天拝山４７

熊本市清水町万石万石昭和団地前４８
縄文・中世；板碑天文２年銘、土師器、瓦器熊本市清水町亀井亀井遺跡群４９
旧石器熊本市清水町亀井・清水本町古閑前５０
旧石器；ナイフ型石器熊本市清水万石４丁目清水町谷口５１

熊本市乗越ヶ丘万石乗越５２
弥生・中世・近世；甕棺、松崎葉山天神跡熊本市清水町・清水万石３丁目松崎遺跡群５３

熊本市室園町室園５４
山伏塚；弥生土器、土師器／電通石棺；鏡・鉄剣／長迫；横穴式石室熊本市池田２・３丁目、高平１丁目、津浦町池田山伏塚遺跡群５５
池田小学校校庭甕棺群熊本市池田１丁目池田町５６
弥生熊本市清水町打越打越５７
縄文；北久根山式、石斧熊本市清水町打越打越貝塚５８

熊本市津浦町舟場５９
縄文後期熊本市京町京町台遺跡群６０

熊本市京町２丁目京町２丁目６１
伝大道寺跡を含む熊本市京町２丁目伝大道寺６２
弥生熊本市内坪井町・壷川１丁目内坪井６３
弥生；甕棺墓群熊本市千葉城町藤園中学校校庭　６４
縄文熊本市辛島町辛島町６５

熊本市水前寺１丁目西水前寺６６
縄文・古代；土偶、土師・須恵器、瓦など熊本市大江２～６丁目、新大江１・２丁目、大江本町ほか大江遺跡群６７
弥生・中世；環濠集落、陶磁器熊本市新屋敷１～３丁目新屋敷６８
縄文早・前期、弥生；甕棺熊本市大江１丁目大江白川６９
縄文後期熊本市子飼本町子飼７０
縄文熊本市子飼本町七軒町７１
縄文・弥生・古代；甕棺墓群、住居跡（古代）、瓦など熊本市黒髪１～３丁目黒髪町遺跡群７２
縄文・弥生；甕棺熊本市黒髪３～５丁目小峰７３
縄文熊本市黒髪２丁目上河原７４
渡鹿貝塚；縄文中・後期／北原；甕棺、板碑釈迦像天文１６銘熊本市渡鹿５・６丁目渡鹿遺跡群７５
縄文土器、墨書土器熊本市渡鹿７丁目辻７６
縄文・古代；布目瓦熊本市帯山１・２丁目帯山遺跡群７７
古墳熊本市三郎１丁目三郎塚７８
縄文～古墳熊本市榎町佐土原７９
縄文後期熊本市新外２丁目新外　Ａ８０
黒髪式甕棺熊本市小峰１丁目新外　Ｂ８１
蔵骨器熊本市小峰１・２丁目小嶺８２
縄文熊本市帯山６・７丁目保田窪東一本松８３
縄文・弥生熊本市渡鹿９丁目、保田窪本町新南部・西原８４
縄文；後期の集落熊本市新南部１～６丁目、渡鹿８・９丁目ほか新南部遺跡群８５
縄文熊本市黒髪６丁目宇留毛　Ｂ８６
縄文；押型文土器熊本市西原１丁目西原８７
縄文；押型文・御領式土器熊本市西原２丁目市営託麻団地８８
乾原；縄文後・晩期、八反田；縄文早期熊本市保田窪５丁目、八反田１・２丁目はか乾原・迎八反田８９

熊本市黒髪６丁目宇留毛　Ａ９０
縄文熊本市黒髪８丁目カブト山９１
縄文・弥生土器、土師器、須恵器熊本市龍田町陣内・黒髪７丁目竜田口９２
縄文土器、土師器、須恵器熊本市黒髪７丁目宇留毛浦山市営墓地９３
縄文土器、土師、須恵器熊本市龍田町陣内秣野９４
夜臼式土器、弥生土器熊本市龍田町陣内、黒髪８丁目万石茶山９５
縄文・弥生；早・後期土器、甕棺、方形周溝墓熊本市龍田町陣内陣内上ノ園遺跡群９６
縄文；曾畑式土器熊本市龍田町陣内竜田陣内遺跡群９７
須玖式甕棺熊本市下南部２丁目下南部９８
縄文後晩期集落熊本市龍田町上立田牧鶴遺跡群９９
黒髪式甕棺熊本市上南部町王田王田１００
縄文晩期熊本市上南部供合松ノ上１０１
縄文早期・弥生；甕棺熊本市長嶺町上西原神園１０２
縄文～中世；石神碑天文１８年銘熊本市長嶺長嶺遺跡群１０３
弥生・中・近世；須玖式甕棺、寛文・延宝・元禄・正徳の紀年銘熊本市長嶺南居屋敷長嶺南１０４
縄文後・晩期；土偶熊本市長嶺町八反田八反田遺跡群１０５
旧石器；ナイフ型石器熊本市御領南小迫１０６

第１表　周辺遺跡地名表



第１節　調査の方法

　調査箇所は警衛所の建設予定地及び配管等の埋設

予定地である。工事により掘削の及ぶ範囲のみを調

査対象区とした。調査の中心は警衛所及びその付帯

施設箇所とし、対象面積約１１４㎡である。配管の埋

設地は調査工程上部分的なトレンチ調査にとどめた。

　調査ではまず、表土剥ぎ後精査を行った後、任意

にグリッドの設定を行った。また、基準点も任意に

設定した。基準点は、工事用の測量点を利用して基

準点の座標及び標高を押さえることができた。グ

リッドを設定するに際し、中心点から東西南北方向

に杭を周壁に打ち、調査区を４分割した。それぞれ

のグリッドの呼称として中心点より北西側、北東側、

南西側、南東側のそれぞれＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄグリッド

とした。

　その後、包含層を手掘りで５ cmほど下げながら、

遺物を抽出しながら作業を進めた。包含層でも遺物

がまばらな状態では層ごとグリッドで取り上げた。

遺物がやや集中してきた時点で一点ごと基準点をも

とにトランシットまたは、光波測距儀などで取り上

げた。

　遺構は当初 S（遺構）番号を付し、整理の段階で

遺構の種類に応じた番号を振ることとした。ちなみ

にここでは S－０１～０３が遺構番号であり、種類に応

じて竪穴住居跡を SIとし SI－０１と SI－０２があり、

土器の集中区を SX－０１としている。

　遺構は床面近くの土器のみを残し、その規模に応

じて、１０分の１もしくは２０分の１の実測図を作成し

た。土層断面図は２０分の１で作成した。

　試掘坑は配管予定地に任意に３箇所設定し、手掘

りで掘削した。スコップによる荒掘りの後包含層に

到達した時点で移植ごてにより丹念に掘り下げた。

第２節　基本層序

　本遺跡では、基本層序を周壁の土層断面図から以

下のように設定した。各地点の柱状模式図は下図の

とおりである。

　　０層：客土層（部分的であるが、厚く盛られて

いる所もある）

　　Ⅰ層：褐色粘質土（旧表土若しくは耕作土）

　　Ⅱ層：褐色粘質土

　　Ⅲ層：暗褐色粘質土
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第Ⅲ章　調査の方法と経過

第２図　土層模式図
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　　Ⅳ－１層：にぶい黄褐色粘質土、（しまりがな

い。黄褐色粒混入）

　　Ⅳ－１ a層：黒褐色粘質土

　　Ⅳ－２層：灰黄色粘質土（Ⅳ－１層よりややし

まる。黄褐色粒混入）

　　Ⅳ－３層：灰黄色粘質土（Ⅳ－２層よりしまる。

黄褐色粒は少ない）

　　Ⅴ層：暗褐色粘質土、無遺物層

　　Ⅵ層：ローム層

第３節　調査の経過

　調査は平成１５年１月１４日から開始した。確認調査

結果をもとに遺物包含層の上面まで重機により表土

剥ぎを行った。１月１５日から作業員を入れて本格的

に掘削を開始した。精査して包含層上面の状況を確

認した。ごみ穴等の撹乱がかなり大きく開けられて

いたため、予想外に調査面積が減ることとなった。

特に調査区の南側に空けられていた穴は大きく重機

で開けられたもののようで重機の爪あとらしき跡が

確認できた。

　包含層を徐々に掘削しながら、遺構の確認に努め

たが、わずかに遺物の多寡に応じて遺構の設定をし

てみるものの遺構はなかなか確認できなかった。

　１月２８日には、SX－０１を北東側周壁で確認した。

これは遺物が集中するもので、当初は住居跡と想定

していたが、調査を進めると土器の集中箇所である

のが分かった。遺物は実測し、取り上げた。

　その後も包含層を徐々に掘り下げていたところ、

２月４日になって SI－０１を検出した。この遺構は

は、確認調査トレンチにかかっていた。精査を重ね

方形プランであるのを確認した。弥生時代の遺物が

覆土中に含まれていたことから弥生時代の住居跡で

あろうと想定したが、床面直上になると縄文土器の

小片のみとなり時期の確定が困難であった。床面の

よく締まった硬化面、炉跡などを検出し、二本柱で

あるのを確認し、２月１３日完掘した。

　その後、遺物の出土する間だけは掘り下げたが新

たな遺構は確認できなかった。

　一方、トレンチ調査の方は、３箇所設定した。２

月１０日から人を配置し、それぞれスコップで包含層

上面まで掘り下げた。その後包含層は移植ゴテによ

る掘削を行った。

　２月１３日には No.２トレンチの床面に硬化面を検

出したので、東側に拡張した。幅１ｍほどのため十

分確認できなかったものの、SI-０２を確認した。１４日

に図面、写真を撮り完掘した。

　全体の清掃を行い、全体の写真撮影を行ったのち、

発掘作業は終了した。

　２月１４日の午後にはトレンチの埋め戻しを人力で

行った。埋める土が不足した。

　２月１７、１８日には、重機により調査区全体の埋め

戻しを行い、終了した。

―　７　―

第２表　調査工程表

２　月１　月

表土剥ぎ
遺構確認

住居跡掘削

図化作業

トレンチ掘削

図化作業

埋め戻し
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第３図　調査区位置図
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第４図　遺構配置図
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第１節　遺構

SI －０１（第５図）

　調査区ほぼ中央で検出した。方形に近いプランで

南北４１０×東西３７０cmを測る。検出面はⅣ－２層下

位で、西側にかけて落ち込む緩斜面にあたる。その

為、東側の周壁は深さ約３０cmで残りが良い。床面

において硬化面、炉址、柱穴が確認できた。炉址は

中央より若干、北よりで検出した。炭化物が集中す

る部分を囲むように炭化物を少量含む粘質土が広が

る。柱穴はコーナーでは認められず、中央の東西周

壁側に位置する２本柱から成る。柱痕は明瞭で、pit

－１の深さ約４５cm、pit－２が深さ約６０cmを測る。

また、pit－２の柱痕は若干、斜めである。

　硬化面を最終的に剥ぎ取った結果、厚さ約１０cm

の６層は炉床下付近で窪むことを確認した。

　遺物はそれ程、出土せず床面においてわずかに浮

いたものと直上の小破片が出土している。

SI －０２（第６図）

　トレンチ No．２において確認した。プランはトレ

ンチの為、不明である。幅は東西３８０cmを測る。中

央よりやや西側に炭化物が集中することから炉址と

考えられる。硬化面は埋土に比べ非常に固いが、西

側ではそのような固くしまった層は確認されなかっ

た。ただし、北壁の断面ではややしまりのある２′

層が観察される。柱穴は確認できる部分が限られる

ことから検出できなかった。

　遺物は小破片のみで、唯一石庖丁が床面よりわず

かに浮いた位置で出土している。

SX －０１（第７図）

　Ｂ区東壁側に遺物が集中する自然の堆積層の可能

性が高い。調査区において最も遺物が集中すること

から当初、遺構の可能性を考えていたが、トレンチ

により土層を確認したところ土質が包含層と酷似す

ることと緩やかな立ちあがりがわかる。

第２節　遺物

　今回の調査で出土した遺物は小破片が多く、数量

が少ないことからここでは分類は行っていない。各

時期の遺物が混入する包含層が主体である。器種と

時期については破片であったこともあり、判る範囲

内で図に反映したつもりである。しかしながら、ス

ペースの関係状異なるところもある。掲載する遺物

は弥生土器、数点の他は縄文後期の黒色磨研系土器

にあたる鳥井原式土器から晩期の黒川式並行段階の

土器である。

　説明の前に、熊本県での縄文後晩期における型式

の変遷観についての研究史を概観したい。後晩期に

おける型式の変遷観は複数の研究がなされ、乙益重

隆氏、賀川光夫氏、島津義昭氏、坪井清足氏、富田

紘一氏、前川威洋氏、水之江和同氏など詳細を述べ

ているが見解は一致しないのが現状である。後期後

半から晩期における富田紘一氏と島津義昭氏の変遷

案によれば、太郎迫式―三万田式―鳥井原式―御領

式―天城式―古閑式―黒川式―山ノ寺式―夜臼式の

流れを想定している。また後期と晩期の境を御領式

と天城式の間とするが定かではない。古閑式に関し

て島津氏と清田氏は２型式に分類が可能であること

を指摘しており、「ワクド石遺跡」（熊本県文化財調

査報告書１４４集）では古閑新式を黒川式としている。

最近では「鶴羽田遺跡」（熊本県文化財調査報告書　

１６８集）においても後晩期について触れられている。

　次に縄文後期後半の各型式について簡単に触れた

い。三万田式土器は菊池郡泗水町の三万田遺跡が標

式とされる。いわゆる黒色磨研系土器の初現にあた

り、光沢をもつものが多い。磨消縄文技法は消える。

細線の羽状文が特徴的である。鳥井原式土器は熊本

市健軍町の鳥井原遺跡が標式となる。口縁の凹線文

は鋭い稜を作り出す。細線羽状文は細長くなる。丁

寧なミガキ技法が多い。御領式土器は下益城郡城南

町の御領貝塚出土の土器を標式として名付けられ、

九州の縄文土器研究の基礎となった型式である。文

様帯は基本的に限られ、凹線と凹線に突帯状の盛り

―　９　―

第Ⅳ章　調査の成果
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第５図　SI －０１実測図
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第７図　SX－０１実測図
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上がりを作り出す。頸部から胴部の屈曲部は鳥井原

式に比べ緩やかになる。晩期前半の土器型式である

天城式は菊池市天城遺跡が標式遺跡である。深鉢口

縁部は３本以上の沈線文が粗雑に引かれ、浅鉢口縁

部には１条に限られる。古閑式土器は上益城郡益城

町の古閑遺跡を標式とする。全体のつくりは粗雑化

が進む。深鉢の口縁部は貝殻条痕文を施す。黒色研

磨の技法は深鉢にはみられない。黒川式土器は鹿児

島、宮崎地方の型式で、熊本においてこの時期の良

好な遺跡は知られていない。黒川式の特徴は器面調

整や胎土において深鉢と浅鉢の格差が大きくなる。

　今回、「ワクド石遺跡」・「鶴羽田遺跡」の報告書を

参考として、第３・４表出土遺物観察表の備考欄に

型式を記載する。

（１）SI －０１・０２（第８図－１～６、９図－７）

　SI－０１から出土した遺物は少量であり、上層の

埋土は包含層（Ⅳ－２層）との境が明瞭でなかった

為、床面直上もしくは床面のレベルに近い遺物を選

んだ。

　第８図－１は刻目を施される粘土帯が完結するこ

とから、刻目のある突起を有する深鉢とみられる。

類似する例で、礫石原遺跡出土のくびれを有す深鉢

がある。この土器は口縁直下に押点を付し垂下線と

弧線を巡らせ、押点下の肩部に刻み目を有す粘土帯

が貼り付けられる。この刻目突起直上の沈線は垂下

線と思われる。胎土は粗い。２は口縁部まで直行す

るタイプで下部に弱い屈曲がみられる。３は条痕が

施され、直行する口縁部である。４は屈曲部のある

胴部であり、外面は黒色に研磨される。５は胴部上

半が外湾し、頸部と口縁部が一体化する浅鉢である。

口縁上面は段がみられ、胴部との境は明瞭である。

外面と内面の口縁端部にはミガキが施される。６は

底部でわずかな上げ底を呈する。胎土は粗い。

　SI－０２出土の第９図－７は砂岩製の石庖丁であ

る。約半分が欠けるが、背部は直線で肩は尖り、刃

部が半円形を呈する。また刃部を中心として周辺が

磨かれる。両刃部ともに擦痕が残る。穿孔部は表裏

面から穿孔する。

（２）SX－０１（第１０図－１～４、１１図－５・６）

　１は胴部が緩やかに膨らむ深鉢で、口縁は直立す

る。外面には条痕と思われる痕がみられ、内面はケ

ズリが施される。胎土は角閃石が目立ち、やや粗い。

２はやや外傾の直行する口縁をもつ深鉢である。

外・内面の調整はミガキが施される。３は深鉢の頸

部にあたり、外面は黒色に研磨される。胎土は粗い。

４は凹線の間に凹点文が施文される浅鉢の口縁部で

ある。凹線と凹線の間にある緩やかな盛り上がりは

二股に分かれ上段の凹点文に続くようにもみえる。

口縁端部と頸部は明確な稜をもつ。内外面とも丁寧

なミガキが認められる。胎土は精選されている。５

は胴部より強く屈曲し、外反する口縁をもつ浅鉢で

ある。復原口径は１３.６cmを測る。頸部には沈線が

施される。内外面ともにミガキの調整がみられるが

胎土は粗い。６は遺物の中で最も残存状態が良い浅

鉢である。復原口径は３４．２cmである。内外面とも

にミガキが施される。

（３）包含層（第１２～１５図）

　（a）土器

　第１２図－１～１０は凹線が巡る口縁部である。口縁

部から頸部にかけて残存する１ ･２ ･５ ･６ ･９は

深鉢とみられるが３ ･４ ･７は浅鉢の可能性もある。

８は浅鉢と思われる。６は凹線文ではなく、沈線文

である。いずれも、口縁部は内傾か直立するようで

ある。１ ･３の口縁部内外面は丁寧なミガキが施さ

れ、胎土も精選されている。９は凹線が深く、稜を

作り出している。

　以下の第１３図は深鉢である。１１は貝殻条痕文が施

され、沈線文に似せる口縁である。１２は沈線が残る。

１３は直行する口縁部で端部はわずかに肥厚する。外

面には横方向に走る貝殻条痕が施される。頸部から

口縁にかけて開くタイプには１４･１５･１８･１９･２０･２５が

ある。これらの内面はすべてミガキが認められ、

１８･１９･２０･２５は外面でも観察される。２５は復原口径

３１．６cmを測る。１６・１７は直行する口縁部である。

１７の外面調整は縦方向の貝殻条痕がみられ、端部付

近はナデ消しが施される。２１～２３は直行する口縁部

で外傾するタイプである。２４は胴部が膨らむようで

―　１２　―
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第９図　SI －０２出土遺物実測図
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ある。胎土が精選されているものは１１・１３・２２であ

る。

　第１４図－２６～４７は浅鉢と考えられる。２６～３０は凹

線が口縁部に巡り、内外面ともミガキが施される。

特に２６・２９は丁寧である。２７･２８･３０は内傾し２６～２９

の口縁端部は屈曲する。２６･２７の凹線の間は突状に

盛り上がる。２６～２８の胎土は緻密であり、精選され

ているものとみられる。３１･３２は沈線が施され、口

縁部の幅は短い。３３～３５は屈曲部より外湾する頸部

と立ちあがる短い口縁部の形態である。３５の口縁部

は二条の沈線が認められるが、３３・３４は二条か一条

かは不鮮明である。３５の頸部は強く外湾し、口縁と

の境に稜を作り出している。３８は口縁端部に突起飾

りが付き、内面に沈線が施される。４２～４５は非常に

短い口縁部の内面に段がつくられ沈線状をなす。外

面にも沈線を有し、端部を丸く仕上げる。調整につ

いてみると、内外面ともミガキが施されるのは３２～

３４・４０～４３・４５・４６に相当する。外面のみミガキ調

整が確認できるのは３１・３７で、内面のみ認められる

ものは３５・３９・４４がある。胎土が精選されている

３５・３６・３８があり、逆に粗いものは３２・３７・４０・４１

に分かれる。

　４８･４９は外面に横方向の条痕が確認できる。５２の

胴部外面は削りが施され、穿孔を有する。第１５図－

５４～５６は組織痕が残る胴部である。５７～６６は底部で

ある。５７～６２は上げ底を呈する。６３～６６は平底であ

る。５７は上げ底が顕著であり、外面には貝殻条痕が

施される。特に、５９と６２底径が小さい。

　６７～６９は弥生土器である。６７の口縁部は逆Ｌ字状

を呈し、内側への張り出しがわずかにみられる。６８

は内側に傾く口縁部であり、張り出しがあり、Ｔ字

状口縁を呈する。６９の口縁上面は窪み、Ｙ字状口縁

に近い形態である。復原口径は６７が２１．５cm、６８が

２５．６cm、６９が２７．４cmを測る。

　（b）石器（第１６図）

　石器には石庖丁を除いて、包含層より出土してお

り、計測値及び観察結果については第５表出土遺物

観察表（３）にまとめている。

　７０は軟玉製の管玉である。穿孔部上下面より穿孔

される。７１～７５は黒曜石製の石鏃である。７１は二等

辺三角形の形状をもつ石鏃であるが先端部と基部は

欠損している。７５は全体の形状が二等辺三角形をし

ている凹基式の石鏃である。７２は正三角形に近い形

状を呈する凹基式の石鏃で、両側辺は外湾しながら

先端に続く。７３は凹基式の石鏃であるが上位が欠損

している。側辺は外湾しながら先端に続くものとみ

られ、その最大幅は中位にくる。二つの脚部は外側

に突き出した形ではなく、内側に向かっている。７４

は石鏃の未製品と考えられる。７６は安山岩製の石鏃

であり、基部はわずかに凹む。

　７７・８０・８２・８３は石核である。全体の形状はサイ

コロ状の多面体をしている。剥離作業面を次々に変

えているようであり、外側より中心部に向かう剥離

が多いようである。

　８４は安山岩製の石匙である。片側の側面には素材

面がみられ、もう一方の側面に刃部が認められる。

基部には剥離が残り、つまみ部を作り出している。

刃部は複数の剥離が確認できる。８５は軟質の安山岩

製の打製石斧で片側の側辺部分が欠損している。両

側面に刃部、基部に剥離が認められる。８６・８７は磨

石と考えられる。表裏両面ともに磨り面が認められ

る。
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第１３図　包含層出土遺物実測図（２）
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１４
図
－
２６

鳥
（
内
）（
外
）
ミ
ガ
キ

普
通

精
選
　

（
内
）
に
ぶ
い
黄
橙
（
H
ue
１０
Y
R７
/４
）（
外
）
に
ぶ
い
橙
（
H
ue
７
．５
Y
R６
/４
）

２
．２

口
縁
部

浅
鉢

第
１４
図
－
２７

鳥
？

普
通

精
選

（
内
）（
外
）
黄
灰
（
H
ue
２
．５
Y５
/１
）

３
．４

２３
．５

口
縁
部

浅
鉢

第
１４
図
－
２８

鳥
（
内
）
ミ
ガ
キ
（
外
）
丁
寧
な
ミ
ガ
キ

普
通

角
閃
石
　
　
長
石
　

（
内
）
灰
黄
褐
（
H
ue
１０
Y
R４
/２
）（
外
）
に
ぶ
い
黄
褐
（
H
ue
１０
Y
R５
/３
）

３
口
縁
部

浅
鉢

第
１４
図
－
２９

鳥
・
御

（
内
）
ナ
デ
（
外
）
ミ
ガ
キ

普
通

角
閃
石
　
石
英
　

（
内
）
黒
褐
（
H
ue
１０
Y
R３
/２
）（
外
）
に
ぶ
い
黄
橙
（
H
ue
１０
Y
R６
/３
）

１
．８

口
縁
部

浅
鉢

第
１４
図
－
３０

天
？

（
外
）
ミ
ガ
キ

普
通

石
英
　
角
閃
石
　

（
内
）
橙
（
H
ue
７
．５
Y
R７
/６
）（
外
）
橙
（
H
ue
５
Y
R６
/６
）

２
．９

口
縁
部

第
１４
図
－
３１

天
・
古

（
内
）（
外
）
ミ
ガ
キ

不
良

角
閃
石
　
石
英
　
砂
粒
を
含
み
粗
い
　

（
内
）
に
ぶ
い
黄
褐
（
H
ue
１０
Y
R５
/３
）（
外
）
灰
黄
褐
（
H
ue
１０
Y
R４
/２
）

１
．９

口
縁
部

浅
鉢

第
１４
図
－
３２

御
・
天
？

（
内
）（
外
）
ミ
ガ
キ

良
好

角
閃
石
　
石
英
　
長
石

（
内
）（
外
）
に
ぶ
い
黄
橙
（
H
ue
１０
Y
R７
/４
）

３
．７

１７
．２

口
縁
部

浅
鉢

第
１４
図
－
３３

天
・
古
？

（
内
）（
外
）
ミ
ガ
キ

普
通

砂
粒
を
含
む

（
内
）
黒
褐
（
H
ue
１０
Y
R３
/１
）（
外
）
褐
灰
（
H
ue
１０
Y
R４
/１
）

３
．３

口
縁
部

浅
鉢

第
１４
図
－
３４

天
？

（
内
）
ミ
ガ
キ
（
外
）
ナ
デ

普
通

精
選

（
内
）（
外
）
黄
橙
色
（
H
ue
１０
Y
R８
/６
）

３
．６

口
縁
部

浅
鉢

第
１４
図
－
３５

普
通

精
選

（
内
）
に
ぶ
い
黄
橙
（
H
ue
１０
Y
R７
/３
）（
外
）
に
ぶ
い
黄
橙
（
H
ue
１０
Y
R７
/４
）

２
．３

口
縁
部

浅
鉢

第
１４
図
－
３６

古
（
外
）
ミ
ガ
キ

普
通

角
閃
石
　
長
石
　
小
石
を
含
み
粗
い

（
内
）（
外
）
褐
（
H
ue
７
．５
Y
R４
/３
）

３
口
縁
部

浅
鉢

第
１４
図
－
３７

黒
（
内
）（
外
）
ナ
デ

良
好

精
選

（
内
）橙
（
H
ue
５
Y
R６
/８
）（
外
）浅
黄
橙（
H
ue
１０
Y
R８
/３
）一
部
橙（
H
ue
５
Y
R６
/８
）が
残
る

２
．５

口
縁
部

第
１４
図
－
３８

（
内
）
ミ
ガ
キ
（
外
）
ナ
デ

良
好

（
内
）（
外
）
に
ぶ
い
黄
橙
（
H
ue
１０
Y
R７
/４
）

２
．１

口
縁
部

浅
鉢

第
１４
図
－
３９

古
（
内
）
ミ
ガ
キ
（
外
）
ナ
デ
　
ミ
ガ
キ

普
通

角
閃
石
　
長
石
を
含
み
粗
い

（
内
）（
外
）
に
ぶ
い
赤
褐
（
H
ue
５
Y
R５
/４
）

５
．５

口
縁
部

第
１４
図
－
４０

（
内
）（
外
）
ミ
ガ
キ

普
通

角
閃
石
　
小
石
を
含
み
粗
い

（
内
）（
外
）
に
ぶ
い
褐
（
H
ue
７
．５
Y
R５
/３
） 

２
．１

３６
～
４０

口
縁
部

第
１４
図
－
４１

古
（
内
）（
外
）
ミ
ガ
キ

普
通

角
閃
石
　
石
英
　
長
石

（
内
）
灰
黄
褐
（
H
ue
１０
Y
R６
/２
）（
外
）
に
ぶ
い
黄
褐
（
H
ue
１０
Y
R６
/３
）

２
．９

口
縁
部

第
１４
図
－
４２

後
期
？

（
内
）（
外
）
ミ
ガ
キ

良
好

石
英
が
多
い
　

（
内
）
暗
灰
黄
（
H
ue
２
．５
Y４
/２
）（
外
）
暗
灰
黄
（
H
ue
２
．５
Y５
/２
）

４
．５

口
縁
部

深
鉢

第
１４
図
－
４３

古
（
内
）
ミ
ガ
キ
（
外
）
ナ
デ

普
通

砂
粒

（
内
）（
外
）
灰
黄
褐
（
H
ue
１０
Y
R６
/２
）

３
．１

口
縁
部

浅
鉢

第
１４
図
－
４４

第
３
表
　
出
土
遺
物
観
察
表
（
１
）



―　２２　―

備
　
　
　
　
　
　
　
考

重
量

厚
さ

幅
長
さ

石
　
　
材

器
種

図
版
N
o

漆
黒
色

４３
．２
７

０
．６
０

５
．３
５

６
．８
３

砂
岩

石
庖
丁

第
９
図
－
７

漆
黒
色

０
．２
５

０
．２
９

０
．５
５

１
．４
２

軟
玉

管
玉

第
１６
図
－
７０

漆
黒
色

０
．４
８

０
．３
１

１
．２
６

１
．５
７

黒
曜
石

石
鏃

第
１６
図
－
７１

暗
灰
色

０
．７
０

０
．３
５

１
．４
０

１
．９
６

黒
曜
石

石
鏃

第
１６
図
－
７２

暗
青
灰
色

１
．６
３

０
．３
５

２
．０
０

２
．５
８

黒
曜
石

石
鏃

第
１６
図
－
７３

漆
黒
色
　
不
純
物
を
含
む
　
未
製
品

２
．３
２

０
．６
０

１
．６
１

２
．５
２

黒
曜
石

石
鏃

第
１６
図
－
７４

漆
黒
色

０
．８
５

０
．３
５

１
．３
６

２
．８
６

黒
曜
石

石
鏃

第
１６
図
－
７５

漆
黒
色

１
．０
１

０
．３
３

１
．２
８

２
．５
５

安
山
岩

石
鏃

第
１６
図
－
７６

漆
黒
色

１５
．４
７

１
．９
５

２
．９
２

２
．７
９

黒
曜
石

石
核

第
１６
図
－
７７

漆
黒
色

２
．４
８

０
．５
２

２
．３
７

２
．５
２

黒
曜
石

剥
片

第
１６
図
－
７８

漆
黒
色
　
不
純
物
を
含
む

１
．８
４

０
．５
７

１
．４
４

２
．７
９

黒
曜
石

剥
片

第
１６
図
－
７９

漆
黒
色

１３
．９
９

２
．１
５

３
．０
０

３
．５
０

黒
曜
石

石
核

第
１６
図
－
８０

漆
黒
色

１
．８
１

０
．５
０

２
．０
５

１
．７
３

黒
曜
石

剥
片

第
１６
図
－
８１

漆
黒
色

４
．５
３

１
．４
６

２
．０
９

１
．８
６

黒
曜
石

石
核

第
１６
図
－
８２

漆
黒
色
　
不
純
物
を
含
む

８
．０
９

１
．６
４

２
．５
２

２
．６
０

黒
曜
石

石
核

第
１６
図
－
８３

３１
．７
４

１
．０
２

６
．０
５

４
．２
４

安
山
岩

石
匙

第
１６
図
－
８４

１０
４
．４
７

１
．７
０

４
．９
６

９
．３
５

安
山
岩

打
製
石
斧

第
１６
図
－
８５

４９
８
．６
７

４
．６
２

８
．１
４

１０
２
．３
０

？
磨
石

第
１６
図
－
８６

１０
５
．９
５

１
．７
８

５
．７
５

６
．３
７

？
磨
石

第
１６
図
－
８７

第
５
表
　
出
土
遺
物
観
察
表
（
３
）

備
　
　
考

調
　
　
　
　
　
整

焼
成

胎
土
の
特
徴

色
　
　
　
　
　
　
　
調

底
径

残
存
高

復
原
径

部
　
分

器
種

図
版
N
o

後
期

（
内
）（
外
）
ミ
ガ
キ

良
好

小
石
　
角
閃
石

（
内
）
に
ぶ
い
黄
橙
（
H
ue
１０
Y
R７
/４
）（
外
）
に
ぶ
い
黄
褐
（
H
ue
１０
Y
R５
/３
）

５
．５

口
縁
部

浅
鉢

第
１４
図
－
４５

古
（
内
）（
外
）
ミ
ガ
キ

普
通

砂
粒

（
内
）
に
ぶ
い
黄
橙
（
H
ue
１０
Y
R６
/４
）（
外
）
に
ぶ
い
黄
橙
（
H
ue
１０
Y
R６
/３
）

２
．６

口
縁
部

浅
鉢
？

第
１４
図
－
４６

（
内
）（
外
）
ナ
デ

良
好

角
閃
石
　
砂
粒

（
内
）（
外
）
に
ぶ
い
黄
橙
（
H
ue
１０
Y
R７
/４
） 

４
．２

口
縁
部

浅
鉢

第
１４
図
－
４７

（
内
）
ナ
デ
（
外
）
貝
殻
条
痕

普
通

砂
粒

（
内
）
に
ぶ
い
黄
橙
（
H
ue
１０
Y
R７
/４
）（
外
）
橙
（
H
ue
７
．５
Y
R７
/６
 ）

３
．３

口
縁
部

第
１４
図
－
４８

（
内
）
ミ
ガ
キ
（
外
）
条
痕

普
通

小
石
　
砂
粒

（
内
）
に
ぶ
い
黄
褐
（
H
ue
１０
Y
R４
/３
）（
外
）
に
ぶ
い
黄
褐
（
H
ue
１０
Y
R５
/４
）

５
．７

口
縁
部

浅
鉢

第
１４
図
－
４９

（
内
）（
外
）
ミ
ガ
キ

普
通

角
閃
石
目
立
つ

（
内
）
明
黄
褐
（
H
ue
１０
Y
R７
/６
）

５
．５

口
縁
部

第
１４
図
－
５０

（
内
）（
外
）
ヨ
コ
ナ
デ

普
通

角
閃
石
目
立
つ

（
内
）
浅
黄
橙（
H
ue
１０
Y
R８
/４
）（
外
）に
ぶ
い
黄
橙（
H
ue
１０
Y
R７
/４
）

７
．３

口
縁
部

鉢
第
１４
図
－
５１

（
内
）
ミ
ガ
キ
（
外
）
ケ
ズ
リ

良
好

砂
粒

（
内
）
に
ぶ
い
黄
橙
（
H
ue
１０
Y
R７
/４
）（
外
）
に
ぶ
い
黄
橙
（
H
ue
１０
Y
R６
/４
）

４
．６

口
縁
部

深
鉢

第
１４
図
－
５２

（
内
）（
外
）
ナ
デ

普
通

砂
粒

（
内
）
黒
褐
色
（
H
ue
１０
Y
R３
/１
）（
外
）
浅
黄
橙
（
H
ue
１０
Y
R８
/３
）

３
．１

口
縁
部

第
１４
図
－
５３

組
織
痕

（
内
）
ナ
デ

普
通

石
英
　
砂
粒
　

（
内
）
に
ぶ
い
赤
褐
（
H
ue
５
Y
R４
/４
）（
外
）
褐
（
H
ue
７
．５
Y
R４
/４
）

胴
部

第
１５
図
－
５４

組
織
痕

良
好

角
閃
石
　
石
英

（
内
）
褐
（
H
ue
７
．５
Y
R４
/３
）（
外
）
に
ぶ
い
赤
褐
（
H
ue
５
Y
R４
/４
）

底
部

第
１５
図
－
５５

組
織
痕

良
好

角
閃
石
　
石
英

（
内
）
に
ぶ
い
赤
褐
（
H
ue
５
Y
R４
/４
）（
外
）
に
ぶ
い
褐
（
H
ue
７
．５
Y
R５
/４
）

３
．２

胴
部

第
１５
図
－
５６

（
外
）
貝
殻
条
痕

良
好

砂
粒

（
内
）
明
黄
褐
（
H
ue
１０
Y
R７
/６
）（
外
）
橙
（
H
ue
７
．５
Y
R７
/６
）

１０
２
．３

底
部

第
１５
図
－
５７

（
内
）（
外
）
ミ
ガ
キ

普
通

角
閃
石
　
砂
粒

（
内
）
に
ぶ
い
黄
橙
（
H
ue
１０
Y
R７
/３
）（
外
）
橙
（
H
ue
７
．５
Y
R７
/６
）

７
．８

２
．３

底
部

第
１５
図
－
５８

普
通

精
選

（
内
）
に
ぶ
い
黄
橙
（
H
ue
１０
Y
R７
/４
）（
外
）
橙
（
H
ue
７
．５
Y
R７
/６
）

４
．７

２
．６

底
部

第
１５
図
－
５９

（
内
）（
外
）
ミ
ガ
キ

普
通

角
閃
石
　
石
英
　
小
石
　
砂
粒
を
含
み
粗
い

（
内
）
に
ぶ
い
黄
橙
（
H
ue
１０
Y
R７
/３
）（
外
）
橙
（
H
ue
７
．５
Y
R７
/６
）

６
．４

３
．６

底
部

第
１５
図
－
６０

普
通

角
閃
石
　
小
石
　
砂
粒
を
含
み
粗
い

（
内
）
に
ぶ
い
黄
橙
（
H
ue
１０
Y
R７
/２
）（
外
）
に
ぶ
い
黄
橙
（
H
ue
１０
Y
R７
/４
）

７
．８

２
．５

底
部

第
１５
図
－
６１

（
内
）（
外
）
ミ
ガ
キ

良
好

精
選

（
内
）（
外
）
に
ぶ
い
黄
橙
（
H
ue
１０
Y
R７
/４
）

３
．１

１
．９

底
部

第
１５
図
－
６２

（
内
）
ナ
デ

普
通

砂
粒

（
内
）
オ
リ
ー
ブ
黒
（
H
ue
５
Y３
/１
）（
外
）
に
ぶ
い
黄
橙
（
H
ue
１０
Y
R７
/４
）

６
．４

１
．６

底
部

第
１５
図
－
６３

（
内
）（
外
）
ナ
デ

良
好

角
閃
石
　
砂
粒
　

（
内
）
に
ぶ
い
黄
橙
（
H
ue
１０
Y
R７
/３
）（
外
）
に
ぶ
い
黄
橙
（
H
ue
１０
Y
R７
/４
）

６
．８

１
．７

底
部

第
１５
図
－
６４

良
好

角
閃
石
　
石
英

（
内
）
に
ぶ
い
橙
（
H
ue
７
．５
Y
R７
/４
）（
外
）
橙
（
H
ue
７
．５
Y
R６
/６
）

９
２
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―　２５　―

（１）SI －０１遺物出土状況 （２）SI －０１炉跡・柱穴検出状況

（３）SI －０１完掘状況 （４）SI －０２完掘状況

図版－１



―　２６　―

図版－２

（５）SI －０１検出状況 （６）SI －０１Pit．２半裁状況

（７）SI －０１炉跡検出状況 （８）SX－０１遺物出土状況

（９）完掘状況（全景）



―　２７　―

（１０）SI －０１・SX－０１出土遺物

図版－３

（１１）SX－０１出土遺物



―　２８　―

（１２）包含層出土縄文土器

図版－４

（１３）包含層出土縄文土器



―　２９　―

図版－５

（１５）包含層出土縄文土器（底部）

（１９）出土石器（打製石斧）

（１４）包含層出土弥生土器

（１６）出土石器（石鏃、剥片）

（１７）出土石器（石核）

（１８）出土石器（石匙・石包丁）



あ　と　が　き

　陸上自衛隊北熊本駐屯地警衛所建設に伴う埋蔵文化財調査は期間が限られていたこともあり、あわただし

く平成１４年度は過ぎ去った感があります。編者としては初めての報告書作成に携わらせて頂き、貴重な経験

でありました。しかしながら力量不足であったため、多くの方々にお世話になりました。最後にこの報告書

作成にあたり御協力下さった皆様に感謝申し上げます。　　　　　　　　　　　　

　木村　雅子　　水本寿美子　　今村　幸枝　　森崎　潔子　　山野　孝子　　吉本　清子　　小山　雅子

　桑原佐和子　　高濱　悦子　　中山　安子　　原田　美和　　内田　孝子　　金子　理恵　　川井田昌康

　高松　詩織　　吉武　章吾　　瀬口　智史　　宮崎　恵美　　井島美佐子　　池永　礼奈　　中村　衣里

　平野美由紀　　井島　秀子　　井上　裕美　　坂本貴美子　　宮崎　典子　　清水　千郷　　浜崎　清子　

　山田　友子　　渡辺いわ子　　府内　博子　　村田百合子　　戸田紀美子　　平川恵理子　　西村　和美

　岡田　基子　　村上千万年　　川田　喬基　　徳永シヅカ　　徳本　　静　　川添　勝昭　　太田　正次

　川田　生子　　藤木　敏章　　藤木　久子　　水上　順子　　村上　恵子

―　３０　―
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